
利用定員
が発達支
援室等の
スペースと
の関係で
適切であ
るか。

はい,  十分なスペー
スを確保できていると
感じている

はい はい はい

はい
はい,  適切なスペー
スが確保されている

利用定員
やこどもの
状態等に
対して、職
員の配置
数は適切
である
か。

はい

はい はい はい

はい
はい,  余裕のある職
員配置で支援できて
いると思う

生活空間
は、こども
にわかり
やすく 構
造化され
た環境に
なっている
か。また、
事業所の
設備等
は、障害
の特性に
応じ、バリ
アフリー化
や情報伝
達等、環
境上の配
慮が適切
になされて
いる か。

はい,  フラットな空間
となっており、死角に
なる場所が少ない

はい はい はい はい,  使いたいもの
が写真付きのマグ
ネットになっており、選
びやすく 伝えやすい
配慮がされています。
トイレや車内も目で見
て分かりやすい貼り
紙がされており、トイ
レをしながら  もこども
たち が貼り紙を見て
いる姿が見ら  れま
す。

はい,  段差はあるが、
絵カードなどを活用し
環境に配慮している

生活空間
は、清潔
で、心地よ
く 過ごせ
る環境に
なっている
か。また、
こども達の
活動に合
わせた空
間となって
いるか。

はい,  日光が差し込
み、室内が明るい。毎
日掃除を徹底してい
る

はい はい はい はい,  乾燥している時
期に湿度が低いと感
じるので、午睡の部屋
だけでも加湿器を置
いた方が感染症予防
の面でも良いかと思
います。午睡の際は、
常に見守りの大人が
ついている為、加湿
器を置いても危なく
はないかと思います。

はい,  清潔を保てるよ
う毎日の清掃を行っ
ている

必要に応
じて、こど
もが個別
の部屋や
場所を使
用すること
が認めら
れる環境
になってい
るか 。

はい,  区切ら  れてい
る空間があるため、
静かに過ごすことが
できるスペースが確
保されている。

はい はい はい

はい

はい,  個別活動や安
心した空間を求めた
際には適宜使用でき
るようになっている

業務改善
を進める
ための
PDCA  サ
イクル(目
標設定と
振り返り)
に、広く 職
員が参画
している
か。

はい,  会議や日々の
振り返りを通して概ね
参画できている。

はい はい はい

はい
はい,  アンケートを通
して業務改善に参画
している
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保護者向
け評価表
により、保
護者等の
意向等を
把握する
機会を設
けており、
そ の内容
を業務改
善につな
げている
か。

はい

はい はい はい

はい
はい,  アンケートを通
して内容を業務改善
に繋げている

職員の意
見等を把
握する機
会を設け
ており、そ
の内容を
業務改善
につなげ
ているか。

はい,  朝のMTGで徹
底している

はい はい はい

はい

はい,  ミーティング等
で意見交換を行い業
務改善に繋げている

第三者に
よる外部
評価を行
い、評価
結果を業
務改善に
つなげて
いるか。

わから  ない

はい はい はい

はい
いいえ,  外部評価を
行っているか把握で
きていなかった

職員の資
質の向上
を図るた
めに、研
修を受講
する機会
や法人内
等で研修
を開催す
る機会が
確保され
ているか。

はい,  都度研修につ
いての共有がある

はい はい はい

はい
はい,  外部研修の案
内や、園内での研修
を行っている

適切に支
援プログラ
ムが作
成、公表さ
れている
か 。

はい

はい はい はい

はい

はい,  個人チャットを
活用し公表されてい
る

個々のこ
どもに対し
てアセスメ
ントを適切
に行い、こ
どもと保護
者のニー
ズや課題
を客観的
に分析し
た上で、児
童発達支
援計画を
作成して
いるか。

はい,  計画作成は担
当外だが、アセスメン
ト共有や意見交換を
通して支援に参画し
ている。

はい はい はい

はい
はい,  ニーズに合わ
せた計画になってい
ると感じる



児童発達
支援計画
を作成す
る際には、
児童発達
支援管理
責任者だ
けでなく 、
こどもの支
援に関わ
る職員が
共通理解
の下で、こ
どもの最
善の利益
を考慮し
た検討が
行われて
いるか。

はい

はい はい はい

はい
はい,  個別支援会議
を開催して意見交換
を行っている

児童発達
支援計画
が職員間
に共有さ
れ、計画
に沿った
支援が行
われてい
るか。

はい

はい はい はい

はい

はい,  個人チャットを
活用して共有し、支援
している

こどもの適
応行動の
状況を、標
準化され
たツール
を用いた
フォーマル
なアセスメ
ントや、
日々の行
動観察な
ども含むイ
ンフォーマ
ルなアセ
スメントを
使用する
等により
確認して
いるか。

はい

はい はい はい

はい

いいえ,  ツールは活
用していない。今後よ
り良い支援に繋がる
ツールを見つけた際
には提案していきた
い

児童発達
支援計画
には、児
童発達支
援ガイドラ
インの「児
童発達支
援の提供
すべき支
援」の
「本人支
援」、「家
族支援」、
「移行支
援」及び
「地域支援
‧地域連
携」のねら
い及び支
援内容も
踏まえな
がら  、こ
どもの支
援に必要
な項目が
適切に設
定され、そ
の上で、
具体的な
支援内容
が設定さ
れている
か。

はい

はい はい はい

はい
はい,  支援計画に記
載し設定されている



活動プロ
グラムの
立案を
チームで
行っている
か。

はい,  いいえ,  どち ら
ともいえない。⾧期休
暇時はチームで立案
し、普段の活動は
個々が考えている

はい はい はい

はい
いいえ,  担当制で立
案している

活動プロ
グラムが
固定化し
ないよう工
夫している
か。

はい,  他の職員が
行った活動も含め、内
容が被ら  ないよう新
しい活動を考えている

はい はい はい

はい

はい,  個別活動プロ
グラムは個々に合わ
せたものになるよう工
夫している

こどもの状
況に応じ
て、個別
活動と集
団活動を
適宜組み
合わせて
児童発達
支援計画
を作成し、
支援が行
われてい
るか。

はい

はい はい はい

はい

はい,  個々に合わせ
て個別、集団どち ら
も組み合わせている

支援開始
前には職
員間で必
ず打合せ
を行い、そ
の日行わ
れる支援
の内容や
役割分担
について
確認し、
チームで
連携して
支援を
行っている
か。

はい

はい はい はい

はい
はい,  朝のミーティン
グの時間を設け、共
有‧連携している

支援終了
後には、
職員間で
必ず打合
せを行い、
そ の日行
われた支
援の振り
返りを行
い､気付い
た点等を
共有して
いるか。

いいえ,  退勤時間が
職員によって異なるた
め、何かあった際に
はチャットで共有して
いる。よほどのことが
あった場合には、そ
の場にいる職員で共
有している。

当日の振り返りは難
しいため、翌朝のミー
ティングにて共有して
います。

はい いいえ

はい

いいえ,  終了後そ の
日のうち ではないが
次の日の朝のミーティ
ングにて共有している

日々の支
援に関し
て記録をと
ることを徹
底し、支援
の検証‧改
善につな
げている
か。

はい,  日報記録に記
載、自身のノートに記
載している。

はい はい はい

はい

はい,  療育記録や専
門的支援記録を記載
し計画更新の際など
に活用している

定期的に
モニタリン
グを行い、
児童発達
支援計画
の見直し
の必要性
を判断し、
適切な見
直しを
行っている
か。

はい,

はい はい はい

はい

はい,  半年に1回のモ
ニタリングや様子が変
わった際など適宜見
直しを検討している



障害児相
談支援事
業所の
サービス
担当者会
議や関係
機関との
会議に、そ
のこどもの
状況をよく
理解した
者が参画
している
か。

はい

はい はい はい

はい
はい,  児発管が参画
している

地域の保
健、医療
（主治医や
協力医療
機関
等）、障害
福祉、保
育、教育
等の関係
機関と連
携して支
援を行う
体制を整
えている
か。

はい

はい はい はい

はい
はい,  適宜連携を
図っている

併行利用
や移行に
向けた支
援を行うな
ど、インク
ルージョン
推進の観
点から  支
援を行っ
ているか。
また、そ
の際、保
育所や認
定こども
園、幼稚
園、特別
支援学校
(幼稚部)
等との間
で、支援
内容等の
情報共有
と相互理
解を図っ
ているか。

分から  ない

はい はい はい

はい
はい,  必要に応じて
情報共有を行ってい
る

就学時の
移行の際
には、小
学校や特
別支援学
校 (小学
部)との間
で、支援
内容等の
情報共有
と相互理
解を図っ
ているか。

分から  ない

はい はい はい

はい
はい,  必要に応じて
児発管が担当してい
る

地域の児
童発達支
援センター
との連携
を図り、必
要に応じ
てスー
パーバイ
ズや助言
等を受け
る機会を
設けてい
るか 。

はい,  連携はしっかり
と取れているように感
じる。結構な頻度でい
ただいたアドバイスが
職員間で共有されて
いる

いいえ はい はい

はい
はい,  適宜連携を
図っていると思う



保育所や
認定こども
園、幼稚
園等との
交流 や、
地域の中
で他のこ
どもと活動
する機会
があるか。

いいえ,  したことがな
い

いいえ はい はい

入職して間もない為、
十分把握できており
ません。

いいえ,  交流の機会
はないが、今後機会
を検討しより良い支援
につなげていきたい

日頃から
こどもの状
況を保護
者と伝え
合い、こど
もの発達
の状況や
課題につ
いて共通
理解を
持っている
か。

はい,  送迎時に園内
での最近の様子を伝
え、家庭での様子も
聞いている。

はい はい はい

はい

はい,  送迎時に様子
を伝えたり伺ったりす
ることで共通理解を
図っている

家族の対
応力の向
上を図る
観点から
、家族に
対して家
族支援プ
ログラム
(ペアレント
‧トレーニン
グ等)や家
族等の参
加できる
研修の機
会や情報
提供等を
行っている
か。

わから  ない

はい はい はい

はい,  保護者会にて
意見交換や情報共有
を行っている

運営規
程、支援
プログラ
ム、利用
者負担等
について
丁寧な説
明を行っ
ているか。

担当ではない

はい はい はい

はい
はい,  契約時に時間
をかけて説明している

児童発達
支援計画
を作成す
る際には、
こどもや保
護者の意
思の尊
重、こども
の最善の
利益の優
先考慮の
観点を踏
まえて、こ
どもや家
族の意向
を確認す
る機会を
設けてい
るか 。

はい,  作成はしてい
ないが、児童、保護者
どちら  の意見もしっ
かり聞いているように
感じる

はい はい はい

はい

はい,  面談や電話、
書面にてご要望を伺
い、意向を確認してい
る

「児童発達
支援計画」
を示しなが
ら  支援内
容の説明
を行い、保
護者から
児童発達
支援計画
の同意を
得ている
か。

はい

はい はい はい

はい
はい,  原案作成後、
説明書同意を得てい
る



定期的
に、家族
等から  の
子育ての
悩み等に
対する相
談に適切
に応じ、面
談や必要
な助言と
支援を
行っている
か。

はい,  送迎時に保護
者と話をしているが、
面談なども定期的に
行い支援をしているよ
うに感じる。

はい はい はい

はい
はい,  送迎時に相談
に応じている

父母の会
の活動を
支援する
ことや、保
護者会等
を開催す
る等によ
り、保護者
同士で交
流する機
会を設け
る等の支
援をしてい
るか。ま
た、きょう
だい同士
で交流す
る機会を
設ける等
の支援を
している

いいえ,  わから  ない

はい はい はい

はい
はい,  保護者会の機
会を設けている

こどもや保
護者から
の相談や
申入れに
ついて、対
応の体制
を整備す
るととも
に、こども
や保護者
に周知し、
相談や申
入れが
あった場
合に迅速
かつ適切
に対応し
ているか。

はい,  すぐ に職員間
で共有し迅速に対応
している

はい はい はい

はい

はい,  相談内容に
よっては自己判断せ
ずに上⾧へ報告相談
を行い対応している

定期的に
通信等を
発行する
ことや、HP
やSNS等
を活用す
ることによ
り、活動概
要や行事
予定、連
絡体制等
の情報を
こどもや保
護者に対
して発信し
ているか。

はい

はい はい はい

はい
はい,  園だよりや
Instagramにて発信し
ている

個人情報
の取扱い
に十分留
意している
か。

はい,  PCは出しっぱ
なしにしない、個人情
報がかかれているも
のは外に持ち 出さな
い

はい はい はい

はい

はい,  SNSへの顔写
真許可の確認徹底
や、適宜鍵を使って管
理をしている

障害のあ
るこどもや
保護者と
の意思の
疎通や情
報伝達の
ための配
慮をしてい
る か。

はい,  子どもには発
達に応じて質問内容
を変えている。

はい はい はい

はい
はい,  必要に応じて
メールを活用している



事業所の
行事に地
域住民を
招待する
等、地域
に開かれ
た事業運
営を図っ
ている
か。

いいえ,  わから  ない

はい はい いいえ いいえ,  事業所の行
事を実施していない
がもし行う際には地域
にオープンであること
も必要かと思う

事故防止
マニュア
ル、緊急
時対応マ
ニュアル、
防犯マ
ニュアル、
感染症対
応マニュア
ル等を策
定し、職員
や家族等
に周知す
るととも
に、発生を
想定した
訓練を実
施している
か。

はい,  定期的な職員
会議、訓練などを行っ
ている

はい はい はい

はい
はい,  適宜訓練を実
施している

業務継続
計画
（BCP）を
策定する
とともに、
非常災害
の発生に
備え、定
期的に避
難、救出
そ の他必
要な訓練
を行ってい
るか。

はい

はい はい はい

はい
はい,  不測の事態に
備えて訓練している

事前に、
服薬や予
防接種、
てんかん
発作等の
こどもの状
況を確認
している
か。

いいえ,  個々の服薬
や予防接種内容は把
握できていない。てん
かん持ち の児童につ
いては把握している

はい はい はい

はい
はい,  確認‧共有を徹
底している

食物アレ
ルギーの
あるこども
について、
医師の指
示書に基
づく 対応
がされて
いるか。

いいえ,  わから  ない

はい はい はい

はい

いいえ,  現在アレル
ギーのある児童はい
ないが今後入園した
際には気をつけていく

安全計画
を作成し、
安全管理
に必要な
研修や訓
練、そ の
他必要な
措置を講
じる等、安
全管理が
十分され
た中で支
援が行わ
れている
か。

はい

はい はい はい

はい
はい,  安全推進委員
を配置し安全管理を
行っている



こどもの安
全確保に
関して、家
族等との
連携が図
ら  れるよ
う、安全計
画に基づく
取組内容
について、
家族等へ
周知して
いるか 。

わから  ない

はい はい はい

はい
はい,  安全管理につ
いて発信している

ヒヤリハッ
トを事業所
内で共有
し、再発防
止に向け
た方策に
ついて検
討をしてい
るか。

はい

はい はい はい

はい

はい,  ヒヤリハット検
討会を行い改善策を
意見交換している

虐待を防
止するた
め、職員
の研修機
会を確保
する等、適
切な対応
をしている
か。

はい,  定期的に職員
間で話し合っている

はい はい はい

はい

はい,  虐待防止の理
解を深めるため研修
を行っている

どのような
場合にや
むを得ず
身体拘束
を行うかに
ついて、組
織的に決
定し、こど
もや保護
者に事前
に十分に
説明し了
解を得た
上で、児
童発達
支援計画
に記載し
ているか。

いいえ,  身体拘束が
必要な利用者がいな
い。

はい はい はい

はい
いいえ,  児童の様子
に合わせて今後説明
や記載をしていく


